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１．研究計画の概要 
マラリアは熱帯・亜熱帯地域を中心に年間３
億人の感染者と２００万人以上の死亡者を
出している世界最大の原虫感染症である。共
同研究者である群馬大学医学部の鈴木と狩
野は流行地の疫学調査から、病態の快復期に
関わる原虫由来の抗原蛋白を発見した。本研
究代表者らはこの成果を予防ワクチンに利
用すべく化学的な観点から研究を行ってき
た。今回の研究計画においては(a) ペプチド
抗原等を内包した微粒子状にした材料の合
成開発を中心に、(b)生体内での分解過程、(c)
抗原等の内包過程の観察、(d)抗原等放出の制
御、について高分子合成化学と材料化学の手
法を用いて検討することを目的としている。 
 
２．研究の進捗状況 
(a)熱帯熱マラリア原虫の抗原ペプチドをは
じめとして、麻酔薬、抗生物質、蛍光性のモ
デル薬剤２種、ステロイド剤について、多種
類の徐放性材料について作成を行った。材料
の形態はデポ剤、微粉末、マイクロ微粒子、
ナノ微粒子について検討を行った。特許はデ
ポ剤１件、微粒子２件を出願した。 

また、徐放材料に不可欠な新しいデプシペ
プチドの合成を行い国内特許２件と国際特
許１件を出願した。 
(b)生体内の分解過程は、抗原ペプチド、麻酔
薬、抗生物質について検討を行った。これら
は研究協力者らによる in vivo 蛍光イメージ
ング法と摘出法の２種類により行った。 
(c)抗原等の内包過程の観察には、抗原と高
分子基剤の蛍光標識による共焦点顕微鏡観
察、化学的に工夫した方法としてピレン蛍光
寿命の測定による新規な方法を開発した。 
(d) 抗原等放出の制御には、当初に考案した
(d1)微粒子を内包する微粒子、(d2)基材と薬
剤の形成するアミド水素結合で放出を制御

する微粒子、(d3)基材と薬剤の無機有機相互
作用で放出を制御するデポ剤により研究を
行った。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。具体的には
上記の進捗状況に記載の通りである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
現在最も有望な(2-d1)微粒子を内包する微
粒子については、詳細な作成条件の追求を行
う。その他、２２年度はこれまでの研究成果
について論文発表を進める。 
これらの様々な基礎研究の成果が、同時に

進められている実用化研究に取り入れられ
て将来の効果的な予防ワクチン開発につな
がることが大きく期待される。 
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